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横浜市高齢者保養研修施設 ふれーゆ 

指定管理業務 令和３年度 事業計画書 

○本書の作成にあたって 

本書は、公募時に提出した提案書に基づいて作成した令和３年度の事業計画 

です。 

※新型コロナウイルス感染症対策等を考慮していない通常時の運営を想定した 

内容です。 

そのため、現状の新型コロナウイルス感染症対策を行っている時間短縮 

の運営・ブロック毎の定員制の運営等々については、本書には明記されて 

おりませんので、予め御了承ください。 
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■基本的な考え方と理念 

・横浜市が掲げる高齢化対策「ポジティブ・エイジング」の役割を確実に発揮させるため、  

指定管理者は公の施設の管理者としてきめ細かな対応を行い、当該施設の効用を最大限

にします。 

・公共施設の適切な設備維持のもとに効率的な運営が必要です。横浜市の大切な資産で  

ある施設・設備を日常的に点検して維持管理を行い末永く安全・安心で快適な施設と  

して運営を行います。 

 

１．地域と一体となった運営 

・地元の介護・福祉連携による、高齢者対応を行い、地域包括ケアシステムの一翼を担い

ます。 

・市民交流の活性化と結びつきを大切にして「共生」を目指します。 

 

２．ホスピタリティ溢れる対応 

・高齢者対応に関する専門知識を有した職員により、配慮の行き届いた対応をします。 

   

３．適切かつ公平な管理運営 

・公共施設の特性を理解しつつ、民間のノウハウ・専門的な見地から、環境配慮やバリア

フリー化を視野に入れ、効率的かつ公平な利用への配慮を行います。 

  

■基本方針 

１．関連法令を遵守した適正な運営体制 

・横浜市高齢者保養研修施設条例をはじめ、各種条例や関連法令を遵守します。また、  

コンプライアンス体制として、コンプライアンス基本規程や個人情報保護規程などを  

定め、万全の体制を構築します。 

 

２．公平公正なサービスの提供 

・バリアフリーとユニバーサルデザインに配慮し、高齢者や障害者をはじめ誰もがわかり

やすい会場設営や交流、情報発信等の運営を実現し、利用しやすい環境の整備と公平 

公正なサービスの提供を図るとともにご利用者の権利の保護も徹底します。 

 

３．多様なニーズに応えた木目細やかな運営 

・ 高齢者や障がい者の方々には、職員にて必要なサポート「施設利用の車いすの貸し出し、

誘導等」を積極的に行い、利用しやすい環境づくりに努めます。 

・ご利用者から頂戴した御意見等を丁寧に分析し、ご利用者の多様なニーズに留意すると

ともに、速やかに運営に反映することでサービス向上を目指します。 
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４．２４時間３６５日、安全・安心な運営・維持管理 

・緊急センターを代表企業の本社内に保有しており、２４時間３６５日体制で、緊急時や

災害時等の連携対応はもちろん、設備に精通した係員が丁寧かつ適切なサポート対応を

行うことで、迅速な解決を図ります。 

 

５．経費縮減による効率的かつ効果的な運営 

・日常的な維持管理を徹底することで施設や設備の故障の予防保全に努め、常に劣化の  

状況を把握し、最新の修繕計画の策定に取組むことで施設や設備の長期に亘る安定した

利用を図ります。また、業務を第三者に委託する場合は可能な限り、横浜市の事業者  

から選定し、市内経済に貢献します。 

  

６．横浜市施策の実現に貢献 

・市や地域、様々な業態との連携を取り、市の関連計画達成に向けて積極的に御提案し、

行動します。地域と共に活性化する役割を果たします。 

  

■管理運営方針 

１．高齢者の利用割合が全体の３割以上となることを目指します。 

・地域の高齢者関連施設と連携します（地域ケアプラザ・高齢者事業連絡会等）。 

・高齢者向けスマートフォン教室や防災等各種講習会の開催を予定します。 

・施設の近接にある高齢者関連施設からの無料送迎を予定します。 

・高齢者関連対応の職員の配置を予定しております（介護職員初任者研修資格保有者等）。 

 

２．多種多様で旬なイベント・役立つ講習・定番講習の開催と利便性の向上 

・各世代にマッチした教室・イベントを開催し、総利用者の増加を図ります。 

・年間３０万人の利用を目標とします。 

・無料 Wi－Fi スポットを設置し、利便性を向上させます。 

・電子決済（交通系ＩＣカード決済）の導入を検討します（受付・自動販売機・レストラ

ン等）。 

 

３．利用者にやさしい施設 

・ピクトグラム等を活用し、誰にでもわかりやすい案内表示を行う予定です。 

・ホスピタリティ溢れるハートフルなおもてなしで、利用者をお迎えします。 

・日常的に清掃を行い、館内を明るく清潔に保ちます。 

・施設・設備の維持管理は、予防保全に努め、故障時も迅速な対応することで安定した   

運営を実現します。 

・おひとりさまでも楽しめるコミュニティを形成します。 
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■運営管理体制 

・当共同事業体は、施設運営の様々な業務に対し、経験のある職員や既に地域との繋がり

を持ち、連携している職員等で構成します。安全・安心を最優先として、関係法令や   

利用者のさまざまな状況を踏まえた配慮などを行います。 

・施設には、全体を統括する責任者（館長）、責任者を補佐し業務を指揮する副館長、施設

保全の責任者、運営責任者、事務管理の担当者をそれぞれ常駐させ、各人の責任と役割

を明確にして、効率的に業務を実施します。 

・また代表企業本社（鶴見区鶴見中央：施設から車で約 10 分 約 3.8ｋｍ）にサポート   

部署を置きます。さらに代表企業緊急センターが業務をサポートします。 

※災害時やＢＣＰの拠点としても対応します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■市や関係先との連絡体制 

・当共同事業体は、２４時間３６５日対応可能な体制を構築しています。 

・夜間・緊急時の連絡体制として、施設職員および共同企業体各責任者・各担当者の電話

番号を記載した『緊急連絡網』を作成し、市に提出します。 

・緊急時は、緊急対応体制を敷き、情報の共有化を図ります。横浜市をはじめ、消防・    

警察署、関係各機関と連携し、夜間・休日を問わず迅速な対応を行います。 

・代表企業緊急センターは、代表企業本社内（鶴見区鶴見中央）にあり、代表企業社員に

て運営しております。外部委託ではありませんのでスムーズな対応が可能です。 
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■人材育成について 

１．人材育成方針 

・当共同事業体は、『お客様が安全で快適な施設利用をしていただけるように、ソフト・  

ハード両面からサポートできる人材育成』を目指し、その理念を具体化できる人材   

育成を図っています。 

・当施設の指定管理者として求められるテクニカルスキルはもちろんのこと、ヒューマン  

スキルの向上を図ります。 

・ＯＪＴ（職場内教育）を中心に、Ｏｆｆ-ＪＴ（職場を離れて社内外において受ける教育   

訓練）と自己啓発（社員が主体的に実施）を相補的に組み合わせて、計画的・継続的な

育成を予定しております。 

 

２．研修スケジュール 

・年間を通じて、新任者研修、現任者研修、専門研修の計画的な実施を予定します。 

 
研修名 

場所 3 4 5 6 7 8 9 
1

0 

1

1 

1

2 
1 2 3 

新任者基本研修 本部 ●             

着任時教育 施設              

現任者研修  

 基本研修 施設    ●          

 若手職員研修 本部    ●          

 中堅職員研修 本部    ●          

 責任者研修 本部    ●          

 防災訓練、 

救急救命 
施設       ●       

専門研修  

 各種資格取得 外部  適時 

 ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ対応 本部             ● 

社内内部監査員 本部  適時 

 

随時 

 
 

・共同事業体として基本研修、階層別研修、専門業務研修の実施を予定します。 

・当施設の設置目的のために、職員のスキルアップを図ります。 

類似施設の運用実績により「幅広いスキル」の習得を積極的に促します。また、社内   

資格のほか必要に応じ、介護予防運動指導員、健康運動実績指導者、体育施設管理士等

社外の資格取得の推進も行います。 

・公の施設の管理代行者として、市の行政施策および本施設の設置目的を各職員一人ひと

りが理解する必要があります。その考えのもと、公共事業従事者研修を実施し、積極的

に市の政策への協力を行います。 

・公の施設管理に携わるために、専門研修の実施を予定します。 
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■利用者ニーズの把握と的確な対応 

１．多様な手法による利用者ニーズ・意見の把握 

・当施設は高齢者を含め、様々な年代の方が利用されており、御意見・御要望も多種多様

であると思われます。当共同事業体では、以下の方法により幅広く収集を予定します。 

方法 概要 
実施 

頻度 

御意見箱の設置 
当施設のフロントやレストランに、御意見箱と「意見・要望

メモ」筆記用具を設置します。 
常時 

直接の聞き取り 
受付時に積極的なコミュニケーションを心がけ利用者から

直に聞き取りを行います。 
常時 

施設外での 

聞き取り 

地域施設での聞き取り（過去利用者からのご意見・・・なぜ

リピートしない等のご意見を聴取します） 

訪問時

等 

相談窓口の設置 電話にて意見・要望を受け付けます。 常時 

ホームページ 
当施設のホームページにお問い合わせフォームを作成し、メ

ールでの意見・要望を受け付けます。 
常時 

 

２．利用者ニーズ・意見の反映 

・利用者から収集した意見・要望等は集計・分析を行い、定期的に開催する各種会議等   

にて職員で共有します。 

・緊急性、重要性、公共性、公平性といった視点から分析し、優先順位を付け、緊急性の

高いもの、現場で即時対応可能なものから順次、業務に反映させます。 

・指定管理者の業務範囲を超える、あるいは重大な事案等は、対応策を用意した上で、市

の担当部署と協議します。 

 

３．ＰＤＣＡマネジメントサイクルによる継続的な業務改善 

・実施された計画が目標通りの効果を得ることができたかを確認し、効果が出たものは 

継続し、そうでないものは改善を行うことで、常に最良のサービスが提供できるよう 

努力し続けます。 

・自己モニタリング、利用者モニタリング、行政モニタリングを年 1 回の実施を予定して

おります。加えて、指定管理期間中に 1 回、外部専門家による第三者評価も導入したい

と考えています。 

 

４．苦情対応と信頼関係の構築 

（１）基本的な考え方 

・当共同事業体では、苦情はクレームではなくカスタマーリクエスト（ＣＲ）と捉えて  
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おります。 

お申し出の内容を確認の上、ポイントを把握し、迅速に対応をいたします。受付  

担当者だけでなく、職員が一体となり対応をすることで早期解決を図ります。また、

必ず複数人での対応を行いＣＲの共有化を図ります。 

   内容は、各種会議にて共有し、協議等を行います。必要な事象は、発生次第、速やか

に市へ報告します。匿名の場合も考慮し、開示を行います。対応した事象は月次報告し

ます。 

・ＣＲ対応の研修も定期的に行います。 

 利用者の方から頂いたＣＲに対する回答は、お客様の声（御意見・御要望等）として

１階コリドールに設置予定の掲示板やホームページに回答も併せて掲示する予定です。 

 

（２）対応体制の構築 

・意見・要望対応の最適な仕組みの構築にあたっては、苦情対応マネジメントシステム

の国際規格である ISO 10002 の考え方を参考に、対応体制、対応方針、対応プロセス

等を明確にします。 

・対応には一定の基準を保つようにマニュアルを整備します。そのマニュアルに基づき

落ち着いてヒアリングを行い丁寧に対応します。 

・利用者からの意見・要望には、対応した職員が、一次対応者として適切かつ誠意ある

態度で対応するとともに、館長へ報告します。 

・館長は必要に応じて市への報告を行うほか、当共同事業体全体で改善に努めます。 

 

（３）誠意ある対応と迅速な処理（初期対応） 

・これまでの各事業体の経験を活かし、「同じＣＲを長期化させない」「ＣＲをトラブル

に発展させない」事を念頭に、未然防止策を徹底するとともに、発生時には、誠意   

ある対応と迅速な処理を心がけます。 

・ＣＲへの初期対応が済んだ後は、課題の解決等に向けて、現場だけでなく共同事業体

全体で適切に対応していきます。 

 

■個人情報保護への取り組みについて 

１．プライバシーマーク認証に基づく継続的な改善 

・共同事業体各社は、一般財団法人日本情報経済社会推進協会が認定した事業者に付与  

する「プライバシーマーク（Ｐマーク）」を取得しており、厳格なＰＭＳ（個人情報保護

マネジメントシステム）の運用により、個人情報の漏えいを防止するとともに、システ

ム自体も含めて個人情報保護の取り組みの継続的な改善に努めています。 

２．職員教育の徹底 

・事業年度ごとに策定する「教育計画書」に基づいて職員に対する教育や各部門の部内  



8 
 

教育を行う予定です。具体的には、着任時点および年２回の教育指導を行い、理解度  

テストにより職員の理解度を把握し、不十分な職員に対しては再度教育を実施します。 

・年に２回代表企業オリジナルのチェックシートを用いた部門の責任者による監査、年１

回の代表企業の社員による監査を実施する予定です。 

・当共同事業体は業務を通じて得た個人情報を第三者に漏らすことがないよう、雇用者・

退職者、業務の一部を再委託した場合には再委託先との間に、必ず守秘義務契約を締結

します。 

・「雇用契約書」で個人情報保護遵守の義務を規定し、全スタッフ（臨時職員等）に対し   

個人情報保護遵守の「誓約」を義務づけ、外部業者には「契約書」により、個人情報保

護遵守を義務づけ、臨時職員を含む全スタッフを対象に「個人情報保護研修」(年 1 回)

を実施します。 

 

３．組織体制 

・副館長（予定）をシステムの実施と運用に関する責任と権限を持つ個人情報保護管理者

とし、代表企業の総務課長を監査の実施と報告に関する責任と権限を持つ個人情報保護 

監査責任者としています。さらに、個人情報保護に関する教育担当や苦情・相談窓   

口担当等を設置し、全社的に個人情報保護マネジメントシステムを推進する体制を構築

する予定です。 

 

４．情報公開への取り組み 

・個人情報等の開示請求について 

・指定管理者は「個人情報の保護に関する法律」に規定される「個人情報取扱事業者」と

して、同法の定める義務規定を順守する必要があるため、同法に基づく保有個人データ

の開示等請求に適切対応するために「指定管理者の保有する個人データの開示等の請求

に関する標準規程」に準拠して「保有する保有個人データの開示等に関する標準規程」

の作成を予定しております。 

 

５．情報の公開開示請求について 

・「横浜市の保有する情報の公開に関する条例」に則った「指定管理者の情報の公開に  

関する標準規程」を基準として「ふれーゆ情報公開規程」の策定を予定しております。 

 

■利用者の利便性の向上 

１．誰でも利用しやすい様にサポートを行います 

・携帯補聴器・老眼鏡・筆談器を受付に常備し、高齢者・障がい者へのサービスの向上を

図ります。 

・ 受付にて、杖などの補助具を貸出、安全に施設を御利用いただけるよう配慮します。 
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・ 外国人対応のため、携帯型翻訳機での対応を行う予定です。 

 

２．Wi-Fi スポットの設置 

・１階コリドールに Wi-Fi スポットの設置を行います。 

 

３．デジタルサイネージの設置 

・館内にデジタルサイネージの設置を予定します。当施設にバスで来館される方々のため

に、施設発のバスの時刻表や、天気予報や非常時の緊急速報を表示する予定としており

ます。 

 

４．送迎車の更なる活用 

・定期無料送迎に加え、地域ケアプラザ等を拠点とした送迎など細やかな対応でのお役  

立ちを目指します。 

 

５．わかりやすい館内案内 

・ユニバーサルデザインを考慮し、館内の案内にピクトグラム（絵文字）を採用予定です。   

使う文字を「大きな字」「ひらがな」「ふりがな併記」にするなど、高齢者から子供、   

外国人まで、共通して案内がわかるようにします。 

  

■広報活動・利用促進 

１．広報活動 

（１）季刊誌 Life Cafe に掲載 

 当施設の情報発信の手段のひとつとして、代表企業が発行している季刊誌を利用します。

定期的（年４回、春夏秋冬）に発行している季刊誌「Life Cafe」に当施設の情報発信や    

各教室等の案内、イベントの案内等の掲載を予定し、利用促進につなげます。 

 

（２）ホームページの活用 

・当施設のホームページをリニューアルし、だれもがわかりやすく情報を得られるよう

工夫します。 

・「濱ともカード」協賛施設ということのＰＲを予定しております。 

・スマートフォン対応画面にし、見やすく確認しやすい表示を行います。 

・ＳＮＳにて情報の発信を行う予定としております。 

 

（３）地元ケーブルテレビ会社の活用 

・代表企業グループ各社のネットワークを活用し、地元の皆様へ情報発信を行います。 

まずは、地元情報番組での紹介を予定しております。 
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（４）送迎車のラッピングによる宣伝 

・定期無料送迎車のサイド面・バック面部分等に部分ラッピングを予定し、当施設を  

宣伝します。 

・各構成企業の保有車の一部にもマグネットシートを貼り付けて街中を走り、多くの人

に周知します。 

 

（５）地域自治体・地域福祉・事業所等との相互宣伝 

・自治体・地域ケアプラザ・高齢者事業所との相互協力によりＰＲします。 

・回覧版・広報誌の活用により近距離の利用者の拡大を図る予定です。 

 

２．利用促進 

（１）つぼ風呂を活用した季節風呂の提案 

・入浴によって季節を感じていただけるように毎月ふろの日に変わり湯の設定を予定 

しております。 

 

（２）健康入浴口座の開催 

・構成企業には温泉ソムリエ等の、入浴に関して健康に良いとされる入浴方法や身体に  

負担の掛からない安全な入浴方法等を、講義出来るスタッフが在籍しています。   

それらのスキルを活かし、健康入浴講座を実施して、利用者の健康増進を図ります。 

また、オンラインでの入浴講座も実施を予定しております。 

 

■高齢者事業の計画と推進 

１．基本方針 

・施設の主たる設置趣旨である高齢者事業について、「横浜市高齢者保養研修施設条例」 

「施行規則」「要綱」「指定管理者業務の基準」に則り、事業を推進してまいります。 

 

２．健康や生きがいづくりのために寄与する諸事業 

・高齢者が興味を持ち・役立つ教室や講習会の開催を予定します。 

・「高齢者向けの事業」（教室・相談等）の充実 

高齢者が、好きな時間にいつでも参加できるメニューを提供するとともに、「スタッフ

や参加者同士の交流の場」や「地域コミュニティの場」としての役割も果たします。 

また、「介護予防教室」の実績もあり、それを生かした教室を徹底的に開催し、当日

の体調に合わせた運動内容やプログラムを提供します。これによって「健康寿命」を  

延ばすお手伝いをします。 

 

 



11 
 

■自主事業の計画と推進 

１．各種イベントの開催 

・定常時の教室・講座等とは別に、各行事に合わせてイベントの開催を予定しております。 

・楽しい空間づくりと賑やかしで高齢者やその他の市民相互交流の機会を増やし、利用者

増加（リピーター増加）を図ります。 

・地域の自治会、老人会、ケアプラザ近隣団体等の参加も誘致して、一体となった取り   

組みを推進します。 

 

２．各種教室の実施方針 

（１）短期的な実施方針 

・現状、利用率の高い教室が多い状況を踏まえて、「利用者の混乱」を避けるためにも、

当面（特に初年度）は、基本的に「既存教室のメニュー」を維持します。 

ただし、１年程度の利用状況や地域のニーズ等を調査した上で、次年度以降は課題

を修正することも含め、随時「教室メニューの変更」（入替え等）を進めていきます。 

・現行教室の「課題」も踏まえ、適宜「教室のメニュー入替え」を行う予定です。 

 

（２）中・長期的な実施方針 

・「初心者向け/未利用者向け事業」の積極展開 

誰もが気軽に楽しめる「初心者向けまたは未利用者向けの教室」をより多く設定しま

す。 

また、運動に取り組んだ後でも、活動が継続するような多様な工夫や支援を行いま

す。 

・高齢者向けの事業」（教室・相談等）の充実 

「高齢者向け教室」（特に介護予防関連）を重視していきます。高齢者が、好きな時間

にいつでも参加できるメニューを提供するとともに、「スタッフや参加者同士の交流の   

場」や「地域コミュニティの場」としての役割も果たします。 

・「子ども・親子向け教室」の強化へ 

特に幼少期は「発育上の重要な時期」でもあるため、運動習慣の「きっかけづくり」

を行い、運動への「肯定的態度」を育みます。また、「運動嫌いの子ども（小学生等）」

には「運動やスポーツに接し、達成感を味わえる機会」を多く作る予定です。 

 

上記の各種取り組みを通じて、２０２０年東京オリンピック・パラリンピック開催を 

はじめ、全国的な「スポーツ振興」への機運を捉え、若い世代の『新たな才能の発見』

に積極的に貢献していきます。 
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教室一覧（予定） 

種目 対象者 
実施曜日案 

定員/料金 

年間開催数 

回数/期 
指導員数 概要 

成人スイミング 高校生以上 

月【10:00～11:00】 

木【10:00～11:00】 

木【11:15～12:15】 

30 名 

8,960 円/8 回 

１名 

初心者の方でも、気軽に参加できるよ

う個人の泳力に合わせて指導   しま

す。泳法の取得だけでなく、参加メンバ

ーとコミュニケーションをとりながら楽し

く行え、基礎体力作り、シェイプアップ、

ストレス解消にも効果的な教室です。 

女性スイミング 高校生以上   １名 

【提案事項】初心者の方でも、気軽に

参加できるよう個人の泳力に合わせて

指導します。泳法の取得だけでなく、参

加メンバーとコミュニケーションをとりな

がら楽しく行え、基礎体力  作り、シェ

イプアップ、ストレス解消にも効果的な

教室です。 

泳法マスターズ 

スイミング 
高校生以上 

月【11:15～12:15】 

水【10:00～11:00】 

金【13:30～14:30】 

15 名 

8,960/8 回 

１名 

水泳初心者から４泳法習得までをクラ

ス別練習により。段階的な泳力向上を

目指します。 

キッズスイミング 3～未就学児   3 名 
【提案事項】水の中で楽しく遊ぶことか

ら、無理なく泳ぎを覚えていきます。 

小学生 

スイミング 
小学生 

水木金 

【15:30～16:20】 

【16:30～17:20】 

【17:30～18:20】 

土 

【9:30～10:20】 

【10:30～11:20】 

【11:30～12:20】 

【12:30～13:20】 

30 名 

5,500 円/月 

3 名 

水泳初心者から４泳法習得までを  ク

ラス別練習により。段階的な泳力 向

上を目指します。水泳を通して 、自己

保全を身に付けたり、礼儀や 相手を

思いやるスポーツマン精神を育みま

す。 

親子 

スイミング 
2～4 歳 

水 

【10：00～11:00】 

30 名 

6,800 円/期 

6 期 

8 回/期 
3 名 

水泳初心者から４泳法習得までを  ク

ラス別練習により。段階的な泳力 向

上を目指します。水泳を通して、 自己

保全を身に付けたり、礼儀や相手を思

いやるスポーツマン精神を  育みま

す。 

アクアビクス 高校生以上 

火【10:00～10:45】 

木【13:00～13:45】 

金【10:00～10:45】 

40 名 

1,120 円/回 

1 名 

音楽に合わせた動きを楽しみたい方や

シェイプアップにおすすめのプログラム

になっています。 

水中 

ウォーキング 
高校生以上 

火【11:00～12:00】 

30 名 

1,120 円/回 

 

1 名 

プールの中で、有酸素運動と筋力  ト

レーニングを交互に行うエクサ   サ

イズです。水の抵抗と浮力を   生か

した関節への負担が少ない教室なの

で、楽しみながら気軽にチャレンジでき

ます。 

種目別初級 

スイミング 
高校生以上 

平泳ぎ 水【11:15～12:15】 

バタフライ 月【13:15～14:15】 

クロール＆背泳ぎ 火【13:15～14:15】 

クロール 水【13:15～14:15】 

バタフライ＆平泳ぎ 木【14:00～15:00】 

背泳ぎ 金【11:00～12:00】 

1 名 
各種目の習得により、25m完泳を  目

指します。 
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12 名 

1,120 円/回 

 

パーソナル 

レッスン 
高校生以上 

火【16:00～16:30】 

火【16:30～17:00】 

日【10:00～10:30】 

日【10:30～11:00】 

日【13:00～13:30】 

日【13:30～14:00】 

1 名 

3,300 円/回 

1 名 

水が怖い方、泳力（タイム）を上げたい

方、フォームを直したい方など、 一人

ひとりに合わせた指導を実現します。 

ワンポイント歩行 高校生以上 

月水金【9:30～9:50】 

20 名 

無料 

1 名 
正しい水中歩行の知識を習得するた

めのワンポイントレッスンです。 

知的障がい児 

スイミング 
小学生 

土 

【15:00～16:00】 

8 名 

7,280 円/期 

3 期 

8 回/期 
1 名 

脳幹部に刺激を与えるプログラムによ

り、機能改善を図り社会適応能力を含

め、ムーブメント療法を応用した機能改

善プログラムです。 

はじめての 

クロール 
高校生以上 

火【12:30～13:00】 

10 名 

無料 

1 名 

当日型や定期型のスイミングを検討さ

れている方対象の動機づけお試しプロ

グラムです。 

はじめての 

バタフライ 
高校生以上 

月【12:30～13:00】 

10 名 

無料 

1 名 

当日型や定期型のスイミングを検討さ

れている方対象の動機づけお試しプロ

グラムです。 

はじめての 

背泳ぎ 
高校生以上 

水【12:30～13:00】 

10 名 

無料 

1 名 

当日型や定期型のスイミングを検討さ

れている方対象の動機づけお試しプロ

グラムです。 

はじめての 

平泳ぎ 
高校生以上 

金【12:30～13:00】 

10 名 

無料 

1 名 

当日型や定期型のスイミングを検討さ

れている方対象の動機づけお試しプロ

グラムです。 

 

（３）マリンスポーツ系

教室（フィンスイミング

等） 

・海が身近な横浜市

の特性も活かし、

今人気が出ている

「フィンスイミン

グ」（足ひれを装着

する水泳法）をは

じめ、シュノーケ

リング、ダイビン

グなど本来は海で

行うスポーツを屋

内プールで気軽に

楽しめる教室の開

催を予定しており

ます。 
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３．オリジナル温浴商品の販売 

（１）当施設オリジナルロゴマーク入り物品の販売 

・２階受付では、利便性向上のためフェイスタオル・バスタオルの販売を行う予定です。   

フェイスタオルには当施設のロゴ・マーク等を入れて差別化を図り、当施設をアピー

ル出来るようにする予定です。 

・また、入浴用品として髭剃り・パウチパックのシャンプーやリンス・クレンジング等

の販売も利潤追求よりも利用者へのサービスとして２階受付にて販売する予定として

おります。 

 

（２）オリジナル商品の販売 

・構成企業では、全国で指定管理制度による温泉施設の運営を多数行っています。入浴

することで効能のある源泉（温泉）を活用して、入浴剤（液）や美容液など、それぞ

れの施設に温泉を活用したオリジナル商品があります。化粧水の原点である温泉を 

活用した美容液をふれーゆで販売することで、ふれーゆ利用者の健康増進と美容に 

寄与すると考えております。 

 

４．自動販売機（災害ベンダー対応）の設置 

・現在の自動販売機の一部を災害用ベンダーに変更する予定です。災害用ベンダーにする

ことにより、災害時などの緊急時に、停電時でも飲料を誰でも簡単に無料で取り出す 

ことができます（通常は普通の自動販売機として飲料の販売を行います。）。 

 

５．濡れない足湯の設置を予定 

 通常の足湯にくらべ、手軽に利用できる濡れない足湯の設置を予定します。 

・靴下のままでも利用できる便利さ 

・抗菌効果の高いセラミックの石を使用 

・遠赤外線の温熱効果 

・清掃・消毒が可能なため、衛生上も安心。 

 

６．飲食事業の拡充 

・月１回のお客様感謝デーの食べ放題企画は継続を予定しております。 

・大広間等への配達（ふれーゆイーツ） 

専用の席を設け、事前予約をいただければ席への配達を行います。 

・料理教室の実施（月 1回） 

レストランエリアと多目的室が近い特性を生かし、料理教室の開催を予定します。 

・ネットワークを生かした飲食運営 

全国の指定管理施設を管理運営のネットワークを生かし、効率的な仕入れを行い運営の
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効率化を図ります。原価コストを抑えつつ、全国の指定管理施設の仕入先より食材を  

仕入れ、地域特色のあるメニューの提供を予定します。 

 

■空き時間および空きスペースの有効活用 

１．多目的室の利用について 

・1 階多目的室の一部を利用者のストレス解消と健康増進のためのリラクゼーションとし 

ボディケアの実施を計画しています。 

・その他、展示スペースとして貸出し、地域の学校、ケアプラザ等の地域教室などを    

行う予定としております。 

 

２．大広間の利用について 

・軽食サービスを利用できる体制を予定しております。 

・囲碁・将棋の貸し出しを予定しております。 

（※運営状況や時間帯で無料貸し出しを検討） 

・高齢者団体等へ大広間の貸出しをすることで、自由に使用してもらうこと検討します。 

・要望をお聞きして需要の見込める教室も開催することで、空き時間を減らす対策を   

講じます。 

 

３．会議室の利用について 

・現行運営の継続性を持たせるため、健康麻雀の継続を予定しております。 

・高齢者への相談（介護・リフォーム・ライフプラン等） 

・各種講習会の開催（認知症サポーター講習等） 

・会議室の貸し出し（高齢者団体等の施設利用とともに研修等の誘致、近隣の施設・企業

様にもお使いいただけるように広報を予定しております） 

 

４．温室の利用について 

温室では、季節行事に合わせた植物や、季節に「逆行」した展示・新しい品種や珍しい   

品種の植物等を展示するなど、温室のメリットを活かして展示を予定します。 

 

５．外構の植栽等について 

  季節感を感じてもらえる、植物等はもちろんのこと、メンテナンス性にも考慮しつつ、

植栽等に加え、砂利・石・まくら木等を駆使して楽しんでいただけるように工夫をします。 

 

６．コリドールの利用について 

・各種イベント時はフードトラック等の出店を予定しております。 

・常設にて主に健康に関連するものの設置を予定しております。 
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・授乳スペースの確保を予定しております。 

７．外構（エントランスや外庭） 

イベント時にはエントランス外構にも賑やかしを行います。装飾も含め出店などで華や

かさを出します。フードトラックで飲食等の提供を予定しております。 

 

８．スポーツ用品の販売 

  総合受付の横にスポーツ用品等の販売スペースを設けて販売を予定しております。 

 

■設備および施設の維持保全および管理 

１．施設維持管理における基本方針 

  当共同事業体では建物管理（施設・建物・プール・浴場等）で長年培ってきた経験から、

何よりも「安心・安全」を最優先し、「施設および設備の適切な維持保全」を常に心がけ、

業務に取り組みます。 

（１）衛生管理 

・公衆浴場法、横浜市レジオネラ症防止対策指導要綱などの各種法令等に基づき、機器

の点検、保守、消毒、清掃、水質検査などの安全確保を行います。 

 

（２）施設および設備の維持保全管理 

・日常点検により劣化・消耗の把握を行い、早期に適切な処置を行うことで、利用者に

安全な利用状況を提供します。 

・定期的に危険箇所のチェックを行い、常に改善に努めます。 

・監視制御装置等を利用し、エネルギー使用の適正化、温室効果ガス排出の削減を図り

つつ、正常で効果的な施設および設備維持管理を行います。 

 

■施設の安全管理・防災対策 

１．常時の安全管理 

安全管理に関しては、事故予防の徹底を心がけ、安全第一で安全対策に配慮します。  

設備機器は全て使用できるかどうかを確認してから利用していただくようにします。 

  安心・安全の施設運営のために、防災・防犯を心がけ、関係機関と連携し利用者が安心

してご利用できる環境を整えます。 

 

・危険箇所のチェック・明示 

利用者の安全に問題が生じる可能性がある場合は、横浜市と協議の上「危険」「使用  

不可」「注意」「立入禁止」の４段階に分け、目で見て判断できるように明示します。 

  ピクトグラムを適宜使用しお子様・外国人の方でも分かりやすい明示に留意します。 

・定期チェック 
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消防署など関係機関に相談を行い、防災計画の策定を行います。その計画をもとに、  

防災士・防火管理者・建築物環境衛生技術者等を交えて随時防災・防犯マニュアルを更

新しスタッフ間に周知徹底を行う予定としております。 

・改修・修繕計画の策定 

改修・修繕を必要な建物・設備・備品をリストアップし、横浜市担当部署と協議の上、   

修繕計画を策定します。軽微な修繕に関しては指定管理料の予算の中で修繕いたします。

大規模修繕については横浜市と協議の上、予算内で改修・修繕を依頼いたします。 

・安全管理責任者の選定 

安全管理責任者は館長となります。定期チェックはスタッフが協力し合いながら実施 

する予定です。 

 

２．災害時の防災対策 

（１）ＡＥＤの設置 

   既に設置されていますが、必要な時や災害時に施設のＡＥＤが活用できるように  

スタッフには定期的なＡＥＤ講習や救命救急講習などを受講させます。 

 

（２）防災士による専門的な備え 

   施設責任者には、防災士の資格が取得できるように教育します。平時は訓練・研修・

啓蒙活動などを行い、災害時は被害の軽減・消火活動・避難誘導などに積極的に活動を

行います。 

 

（３）防災訓練 

   行政や地域と連携した防災訓練等を実施し、避難弱者（高齢者や障がいをお持ちの方）

も安心して利用できるよう、災害時に備えます。 

 

（４）津波避難訓練 

津波避難訓練を行う予定です。 

 

（５）徒歩帰宅訓練 

   大地震の発生により公共交通機関が停止すると、通勤・通学などで外出中の多くの人

が帰宅困難になります。そこで、通常の交通手段が使えない場合を想定した徒歩帰宅  

訓練の実施を予定しております。 

 

（６）危険箇所チェック 

   防災訓練のひとつとして施設の危険箇所の確認をします。転倒・落下などの恐れの 

ある危険箇所がある場合は転倒防止対策や配置の見直しを行い、災害時の避難経路の 
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確保・ケガの防止に役立てます。 

 

（７）安否確認訓練 

携帯電話事業者各社の災害用伝言板体験利用等による安否確認訓練の実施を予定し

ております。 

 

（８）炊き出し訓練 

日頃から防災訓練と併せて実践的な炊出し訓練の実施を予定しております。 

   

※スタッフには、緊急時に声が出ない時や災害時に周囲に自分の存在を知らせたい時などに

役立つホイッスルを身に付けさせます。 

 

■災害時緊急時の地域との連携 

１．災害時の特別避難場所としての運営 

  災害発生時は、鶴見区との「災害時等における在宅要援護者のための特別避難場所の 

提供協力に関する協定」に基づき、地域防災拠点での避難生活が難しいと判断された方を

受入れるための二次的な「福祉避難所」としての開設準備を行います。 

 各種手引き・ガイドライン等を基に、独自の対応計画の作成を予定しております。 

 

２．地域ネットワークの構築 

災害や事故等の発生時は、施設職員も巡回や情報収集を行いますが、迅速かつ正確に 

対応するためには、本部や地域ケアプラザ・コミュニティハウス・地元の企業・住民と  

連携することが必要だと考えます。 

 

【災害時等の連携】 

福祉支援施設間・団体間等の相互支援 

・ 災害時は、支援までには時間を要することが想定されることから、まずは地域内の施設

間・団体間で相互支援を行います。 

・ 本部との連携 

本部との報告・連絡によりサポート体制を構築します。 

代表企業グループ本社は、横浜市より「帰宅困難者一時滞在施設」の指定を受けており

ます。そのため、連携体制に入り災害備蓄品の融通や救護体制の連携を取る予定でおり

ます。また、鶴見エリアの機能が不全の場合は、代表企業のＢＣＰ対策拠点として整備

済の新横浜の拠点に対策本部を設置します。 
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